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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用流体を供給するためのデバイスのプラグユニットを接続するためのソケットユニ
ット（Ｂ）を備えた医療装置であって、
　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記プラグユニットの少なくとも１つのコネクタの接
続のための少なくとも１つの接続ピース（２６，２７）を有し、これにより、前記少なく
とも１つのコネクタが前記少なくとも１つの接続ピースに接続されたとき、流体の供給又
は放出のための流れ接続が形成されることができ、前記少なくとも１つの接続ピース（２
６，２７）は、少なくとも１つの接続部分（２３，２４）によって同心に囲まれ、これに
より、濯ぎチャンバ（２８，４９）を形成し、前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記少な
くとも１つの濯ぎチャンバを閉じるための少なくとも１つのクロージャピース（５１，５
２）を備えたクロージャ本体（５０）を有し、
　前記クロージャ本体（５０）は、回転軸（２５）のまわりに回転可能に装着され、前記
クロージャ本体（５０）にある前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）は
、前記回転軸から離れて配置され、
　第１の回転位置では、前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）と前記少
なくとも１つの接続部分（２３，２４）とが、共通の軸にあり、これにより、前記濯ぎチ
ャンバを閉じるためのクロージャピースと接続部分との間の接続が、前記プラグユニット
及び前記ソケットユニット（Ｂ）の相対移動によって形成されることができ、
　第２の回転位置では、前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）と前記少
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なくとも１つの接続部分（２３，２４）が、互いにオフセットされており、これにより、
前記プラグユニットが前記ソケットユニット（Ｂ）に挿入されたとき、前記プラグユニッ
ト（Ａ）の前記少なくとも１つのコネクタ（２９，３０）と、前記ソケットユニット（Ｂ
）の前記少なくとも１つの接続ピース（２６，２７）との間の接続が形成されることがで
き、
　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記プラグユニットの第１のコネクタへの接続のため
の第１の接続ピース（２６）と、前記プラグユニットの第２のコネクタへの接続のための
第２の接続ピース（２７）とを有し、これにより、第１の流れ接続が、前記流体の供給の
ために形成されることができ、第２の流れ接続が、前記流体の放出のために形成されるこ
とができ、
　前記ソケットユニット（Ｂ）は、第１の濯ぎチャンバ（２８）を閉じるための第１のク
ロージャピース（５１）と、前記ソケットユニット（Ｂ）の第２の濯ぎチャンバ（４９）
を閉じるための第２のクロージャピース（５２）とを有し、
　前記第１及び第２のクロージャピース（５１，５２）は、前記回転軸（２５）の両側に
配置されており、
　前記クロージャ本体（５０）は、前記プラグユニットが前記ソケットユニットに挿入さ
れたとき、前記プラグユニットの前記コネクタを収容するための、前記回転軸（ｘ）の両
側に配置された凹部（５３，５４）を有することを特徴とする医療装置。
【請求項２】
　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記少なくとも１つの接続部分（２３，２４）を前記
ソケットユニットから出るように進行させ、前記少なくとも１つの接続部分（２３，２４
）を前記ソケットユニットに後退させるための手段（４３）を具備することを特徴とする
、請求項１の医療装置。
【請求項３】
　前記凹部（５３，５４）と前記第１及び第２のクロージャピース（５１，５２）との間
に形成される角度は、直角であることを特徴とする、請求項１に記載の医療装置。
【請求項４】
　医療用流体を供給するためのデバイスのプラグユニットを接続するためのソケットユニ
ット（Ｂ）を備えた医療装置であって、
　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記プラグユニットの少なくとも１つのコネクタの接
続のための少なくとも１つの接続ピース（２６，２７）を有し、これにより、前記少なく
とも１つのコネクタが前記少なくとも１つの接続ピースに接続されたとき、流体の供給又
は放出のための流れ接続が形成されることができ、前記少なくとも１つの接続ピース（２
６，２７）は、少なくとも１つの接続部分（２３，２４）によって同心に囲まれ、これに
より、濯ぎチャンバ（２８，４９）を形成し、前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記少な
くとも１つの濯ぎチャンバを閉じるための少なくとも１つのクロージャピース（５１，５
２）を備えたクロージャ本体（５０）を有し、
　前記クロージャ本体（５０）は、回転軸（２５）のまわりに回転可能に装着され、前記
クロージャ本体（５０）にある前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）は
、前記回転軸から離れて配置され、
　第１の回転位置では、前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）と前記少
なくとも１つの接続部分（２３，２４）とが、共通の軸にあり、これにより、前記濯ぎチ
ャンバを閉じるためのクロージャピースと接続部分との間の接続が、前記プラグユニット
及び前記ソケットユニット（Ｂ）の相対移動によって形成されることができ、
　第２の回転位置では、前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）と前記少
なくとも１つの接続部分（２３，２４）が、互いにオフセットされており、これにより、
前記プラグユニットが前記ソケットユニット（Ｂ）に挿入されたとき、前記プラグユニッ
ト（Ａ）の前記少なくとも１つのコネクタ（２９，３０）と、前記ソケットユニット（Ｂ
）の前記少なくとも１つの接続ピース（２６，２７）との間の接続が形成されることがで
き、
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　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記プラグユニットと前記ソケットユニットとの分離
可能な接続のための手段（４３，４７，４８）を有し、
　前記プラグユニット及び前記ソケットユニットの分離可能な接続のための手段（４３，
４７，４８）は、前記プラグユニットの延長ピースが挿入されることができる収容ピース
（４３）を有することを特徴とする医療装置。
【請求項５】
　前記ソケットユニット（Ｂ，Ｂ’）の前記収容ピースは、前記プラグユニットの前記延
長ピースのラッチノーズを収容するための凹部（４５）を有することを特徴とする、請求
項４に記載の医療装置。
【請求項６】
　前記プラグユニットの前記延長ピースの凹部に導入されることができるピン形状の本体
（４８）は、前記収容ピース（４３）において長手方向に移動可能であるようにしてガイ
ドされ、これにより、前記プラグユニットの前記延長ピースは、外側に広げられて前記プ
ラグユニットと前記ソケットユニット（Ｂ）との間の接続を形成することができることを
特徴とする、請求項４又は５に記載の医療装置。
【請求項７】
　前記プラグユニット及び前記ソケットユニット（Ｂ）の分離可能な接続のための手段（
４３，４７，４８）は、前記ソケットユニット（Ｂ）の前記収容ピース（４３）の前記プ
ラグユニットの延長ピースを検出するための手段（４７）を具備する、請求項４ないし６
のいずれか１に記載の医療装置。
【請求項８】
　前記プラグユニットの前記延長ピースを検出するための手段は、前記プラグユニットの
前記延長ピースが前記ソケットユニット（Ｂ）の前記収容ピースに導入されたとき、ばね
負荷に抗して移動されることができるようにして、前記ソケットユニット（Ｂ）に配置さ
れるばね負荷感知部材（４７）を有することを特徴とする、請求項７に記載の医療装置。
【請求項９】
　前記収容ピース（４３）は、前記ソケットユニット（Ｂ）に回転可能に装着され、前記
クロージャ本体（５０）は、前記ソケットユニットの前記収容ピース（４３）に固定され
ている、請求項４ないし８のいずれか１項に記載の医療装置。
【請求項１０】
　医療装置は、血液処理装置（２）であり、特に、体外透析装置又は腹膜透析のための装
置であることを特徴とする、請求項１ないし９のいずれか１項に記載の医療装置。
【請求項１１】
　医療装置は、血液処理装置に医療用流体を供給するためのデバイスを充填するための装
置（３）であることを特徴とする、請求項１ないし９のいずれか１項に記載の医療装置。
【請求項１２】
　医療装置に医療用流体を供給するためのデバイス（１）と、
　請求項１ないし９のいずれか１項に記載の医療装置（２，３）とを具備する装置であっ
て、
　前記医療用流体を供給するためのデバイス（１）は、前記医療装置（２，３）の前記ソ
ケットユニット（Ｂ）への接続のためのプラグユニット（Ａ）を具備する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用流体を供給するためのデバイスのプラグユニットを接続するためのソ
ケットユニットを備えた医療装置に関し、医療装置は、特に、体外血液処理装置、例えば
、体外透析装置又は腹膜透析のための装置、あるいは医療用流体を供給するためのデバイ
スを充填するか空にするための装置である。
【背景技術】
【０００２】
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　医療技術的な装置への外部部品の接続のためのさまざまなコネクタが知られている。医
療技術的な装置へのアクセスは、一般的に、医療技術的な装置のソケットに適合させて挿
入されるプラグによって行われる。これに関して、以下で概して医療装置と称される、医
療技術的な装置は、対応するソケットユニットを有し、また、外部部品は、プラグユニッ
トを有する。
【０００３】
　腎臓病の患者を治療するために使用されるのは、特に既知の体外透析装置又は腹膜透析
のための装置を含む血液処理装置である。患者の血液を浄化させるために、医療用処理流
体の準備が必要である。これらは、例えば、透析流体又は代用流体を含む。いわゆる自動
腹膜透析（ＡＰＤ）又は急性透析では、医療用処理流体は、血液処理装置で自動的に処理
される。処理流体は、血液処理装置に接続された流体リザーバで供給される。
【０００４】
　新しい透析流体は、流体リザーバから血液処理装置に汲み出される。流体リザーバは、
水で希釈される濃縮物を既に含みうる。この場合には、流体リザーバは、単に水で充填さ
れなければならない。それ故、この接続では、水は医療用流体であることを意味すること
が理解される。また、使用の準備ができている処理流体が複数の流体を混合することによ
って処理装置で生成されたとき、複数の流体リザーバが血液処理装置に接続されることが
可能である。血液処理装置への液体リザーバの接続は、血液処理装置のソケットユニット
に挿入されるプラグユニットによって行われる。
【０００５】
　透析流体を供給するためのデバイスを充填するために、透析流体を供給するためのデバ
イスが接続されることができる装置が知られている。それ故、充填するための装置は、続
いて、透析流体を供給するためのデバイスのプラグユニットに接続されることができるソ
ケットユニットを有する。
【０００６】
　処理流体を供給するためのデバイスが、例えば、欧州特許第０５７５９７０号から知ら
れている。透析流体を供給するためのこの既知の装置は、その自由端でプラグに接続され
たホースラインに接続される、流体を収容するためのバッグを有する。透析装置は、プラ
グが挿入されるソケットを有する。プラグ及びソケットを用いて、新しい透析流体がバッ
グから出て透析装置に入るように伝達され、使用済みの透析流体がバッグに戻るように伝
達されることを可能にするために、２つの流れ接続が形成されることができる。プラグが
ソケットから滑り出ないようにプラグを固定するために、プラグは、プラグがソケットに
完全に挿入されたとき、ソケットの凹部と係合するラッチノーズを有する。
【０００７】
　血液処理装置への、又は医療用流体を供給するためのデバイスの充填のための装置への
医療用流体を供給するためのデバイスの接続は、医療従事者が簡単かつ信頼できるように
してなされるべきである。ソケットユニットは、殺菌目的のために、濯ぎ用流体で濯がれ
ることができるべきである。
【０００８】
　透析装置のためのソケットユニットが、国際公開第２００９／０７４５８８号から知ら
れており、ソケットユニットは、濯ぎ用流体で濯がれることができる。ソケットユニット
のソケットは、円筒状のハウジング本体を有し、ここにプラグユニットのコネクタのため
の接続ピースが配置される。濯ぎ目的で、ソケットユニットのハウジング本体は、クロー
ジャピースで閉じられ、これにより、ハウジング本体の円筒状の凹部が、濯ぎ用流体が流
れる濯ぎチャンバを形成する。クロージャピースは、濯ぎチャンバが閉じた第１の位置と
、濯ぎチャンバが開いた第２の位置との間で、ソケットユニットのハウジング本体に移動
可能にガイドされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
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【特許文献１】欧州特許第０５７５９７０号
【特許文献２】国際公開第２００９／０７４５８８号
【発明の概要】
【００１０】
　本発明の基礎となる問題は、医療従事者が、医療装置、特に、血液処理装置、例えば、
体外透析装置又は腹膜透析のための装置への医療用流体の供給を簡略化し、処理の信頼性
を高めることである。
【００１１】
　本発明によれば、この問題の解決策は、請求項１の特徴にある。本発明の効果的な実施
形態は、下位請求項の主題である。
【００１２】
　医療用流体の処理のための本発明による医療装置は、ソケットユニットを有し、また、
医療用流体を供給するための本発明による装置は、プラグユニットを有する。
【００１３】
　ソケットユニット及びプラグユニットは、一方では、医療装置と、他方では、医療用流
体を供給するためのデバイスとの間に、流れ接続が、２つのユニットで簡単かつ信頼でき
るようにして形成されることができることを特徴とする。
【００１４】
　流れ接続を形成するために、ソケットユニットは、少なくとも１つの接続ピースを有し
、また、プラグユニットは、少なくとも１つのコネクタを有し、これにより、接続ピース
がコネクタに接続されたとき、流体密な接続が形成されることができる。接続ピース及び
コネクタがどのように設計されているかは重要ではない。接続ピース及びコネクタは、そ
れぞれ、プラグ及びソケットであることができる。
【００１５】
　例えば、新しい処理流体を供給し、例えば、使用済みの処理流体を放出するために、複
数の接続ピース及びコネクタが、複数の流れ接続を形成するために設けられることができ
る。
【００１６】
　本発明によるソケットユニットの場合には、少なくとも１つの接続ピースが、接続部分
によって同心に囲まれ、これにより、濯ぎチャンバを形成しており、ソケットユニットは
、少なくとも１つの濯ぎチャンバを閉じるための少なくとも１つのクロージャピースを備
えたクロージャ本体を有する。
【００１７】
　本発明の基本的な原理は、クロージャ本体が回転軸のまわりに回転可能に装着されると
いう事実にあり、クロージャ本体の少なくとも１つのクロージャピースは、回転軸から離
れて配置されている。クロージャ本体は、第１の回転位置と第２の回転位置との間で回転
されることができる。
【００１８】
　第１の回転位置では、少なくとも１つのクロージャピースと少なくとも１つのクロージ
ャ部分とが、共通の軸にあり、これにより、濯ぎチャンバを閉じるためのクロージャピー
スと接続部分との間の接続が、プラグユニット及びソケットユニットの相対移動によって
形成されることができる。この接続では、クロージャピースと接続部分との相対移動は、
固定した接続部分への移動可能なクロージャピースの移動、又は固定したクロージャピー
スへの移動可能な接続部分の移動を意味することが理解される。濯ぎチャンバの信頼でき
るクロージャが、クロージャピースと接続部分との相対移動で達成されることができ、ク
ロージャピースと接続部分とが互いに係合することができる。
【００１９】
　第２の回転位置では、少なくとも１つのクロージャピースと少なくとも１つの接続ピー
スが、互いにオフセットされて配置され、これにより、プラグユニットがソケットユニッ
トに挿入されたとき、プラグユニットの少なくとも１つのコネクタと、ソケットユニット
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の少なくとも１つの接続ピースとの間の接続が形成されることができる
　好ましい実施形態では、ソケットユニットは、ソケットユニットから少なくとも１つの
接続部分又は接続ピースが出るように進行させたり、少なくとも１つの接続部分又は接続
ピースをソケットユニットに後退させたりするための手段を有する。しかしながら、接続
部分が固定されたり、クロージャピースを移動可能にしたりすることも可能である。
【００２０】
　特に好ましい実施形態では、ソケットユニットは、プラグユニットの第１のコネクタへ
の接続のための第１の接続ピースと、プラグユニットの第２のコネクタへの接続のための
第２の接続ピースとを有し、これにより、第１の流れ接続が、流体の供給のために形成さ
れることができ、第２の流れ接続が、流体の放出のために形成されることができ、また、
ソケットユニットは、第１の濯ぎチャンバを閉じるための第１のクロージャピースと、ソ
ケットユニットの第２の濯ぎチャンバを閉じるための第２のクロージャピースとを有し、
第１及び第２のクロージャピースは、回転軸の両側に配置されている。
【００２１】
　クロージャ本体は、好ましくは、少なくとも１つの濯ぎチャンバが第１の回転位置にお
いてクロージャピースで閉じられることができ、プラグユニットの少なくとも１つのコネ
クタが第２の回転位置においてソケットユニットの少なくとも１つの接続ピースに接続さ
れることができるように構成されている。それ故、さらなる特に好ましい実施の形態は、
プラグユニットがソケットユニットに挿入されたとき、プラグユニットのコネクタを収容
するために、回転軸の両側に配置された凹部を有するようにして、クロージャ本体を形成
している。凹部とコネクタとの間の囲まれた角度は、好ましくは、直角である。
【００２２】
　さらなる特に好ましい実施の形態は、接続ピース及びコネクタの自動的な接続を与える
。それ故、プラグユニットをソケットユニットに完全に挿入することは必要ではない。ソ
ケットユニットにプラグユニットを緩く挿入すれば十分である。そして、接続ピース及び
コネクタの流体密な接続が、自動的に行われる。
【００２３】
　ソケットユニットは、好ましくは、ソケットユニットへのプラグユニットの分離可能な
接続のための手段を有し、この手段は、ソケットユニットの少なくとも１つの接続ピース
とプラグユニットの少なくとも１つのコネクタとの間の相対移動が行われたとき、ソケッ
トユニットにはじめに単に緩く挿入されたプラグユニットが、ソケットユニットに固定し
て接続されるように構成されている。
【００２４】
　プラグユニット及びソケットユニットの分離可能な接続のための手段は、好ましくは、
プラグユニットの延長ピースが適合するようにして挿入されることができる収容ピースを
有する。ソケットユニットの収容ピースは、好ましくは、プラグユニットの延長ピースが
挿入されることができる管状体として構成されている。
【００２５】
　ソケットユニットの収容ピースは、好ましくは、プラグユニットの延長ピースのラッチ
ノーズを収容するための凹部を有する。かくして、掛け金式に締める（ラッチ）タイプの
接続が形成されることができる。しかしながら、収容ピース及び延長ピースは、これによ
りロックされない。
【００２６】
　収容ピースに延長ピースをロックするために、プラグユニット及びソケットユニットの
分離可能な接続のための手段は、好ましくは、プラグユニットの延長ピースに導入される
ことができるピン形状の本体を有し、これにより、プラグユニットの延長ピースは、プラ
グユニットとソケットユニットとの間に固定した接続を形成するために開かれる。プラグ
ユニットの延長ピースは、ソケットユニットの収容ピースにおいて滑り出ないように固定
される。特に好ましい実施の形態では、延長ピース及び収容ピースのロックは、延長ピー
スの開きによって収容ピースの凹部に滑り出ないように固定されるという事実によって行
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われる。
【００２７】
　本発明の特に好ましい実施の形態は、ソケットユニットの収容ピースでプラグユニット
の延長ピースの自動検出を与える。延長部分を検出するための手段は、好ましくは、ばね
負荷感知部材を有し、プラグユニットの延長ピースがソケットユニットの収容ピースに取
り入れられたとき、感知部材がばねの張力に抗して移動されるようにしてソケットユニッ
トに配置されている。感知部材の移動は、既知の手段によって検出されることができる。
例えば、感知部材が移動されたときに開閉される電気的接触、又は感知部材の位置が検出
される光障壁がこの目的のために設けられることができる。
【００２８】
　特に好ましい実施の形態は、管状収容ピースは、ソケットユニットに回転可能に装着さ
れるように準備され、クロージャ本体は、ソケットユニットの収容ピースに固定される。
かくして、特にコンパクトな構造体のユニットが形成される。
【００２９】
　以下、本発明の実施形態の一例が、図面を参照して以下に詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１は、血液処理装置及び透析流体を供給するためのデバイスを充填するための
装置と共に、医療用流体を、特に透析流体を供給するためのデバイスを示すかなり簡略化
された概略図である。
【図２】図２は、血液処理装置のソケットユニット又は図１の透析流体を供給するための
デバイスと共に、透析流体を供給するためのデバイスのプラグユニットを示す斜視図であ
る。
【図３】図３は、図２のソケットユニットを示す斜視図であり、ソケットユニットが濯ぎ
手順のために準備されている。
【図４】図４は、図２のプラグユニット及びソケットユニットを示す横断面図であり、ソ
ケットユニットがプラグユニットの接続のために準備されている。
【図５】図５は、図２のプラグユニット及びソケットユニットを通る断面図であり、プラ
グユニットは、ソケットユニットに緩く挿入されている。
【図６】図６は、図２のプラグユニット及びソケットユニットを通る断面図であり、プラ
グユニットは、ソケットユニットに接続され、これにより、流れ接続が形成されている。
【図７】図７は、図２のソケットユニットを示す横断面図であり、ソケットユニットは、
濯ぎ手順のために準備されている。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図１は、医療用流体を、特に透析流体を供給するためのデバイス１と、血液処理装置２
と、透析流体を供給するためのデバイスを充填するための装置３とを示すかなり簡略化さ
れた概略図である。血液処理装置２は、体外透析装置又は腹膜透析のための装置であるこ
とができる。本実施形態では、血液処理装置２は、半透膜５で血液チャンバ６と透析流体
チャンバ７とに分けられた透析部４を有する透析装置である。血液供給ライン８が、患者
から透析部４の血液チャンバ６までつながり、また、血液ポンプ１０が組み込まれた血液
戻りライン９が、血液チャンバ６から患者までつながっている。血液チャンバ６と共に、
血液供給ライン８及び血液戻りライン９が、透析装置２の体外血液回路Ｉを形成している
。
【００３２】
　新しい透析流体が、透析流体リザーバ１１から、透析流体ポンプ１３が組み込まれた透
析流体供給ライン１２を通って、透析部４の透析流体チャンバ７に伝達され、また、使用
済みの透析流体が、透析流体戻りライン１４を通って透析流体チャンバから流出する。
【００３３】
　本実施形態では２つのバッグ又はキャニスタ１５Ａ及び１５Ｂを有する装置１は、新し
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い透析流体を供給するために使用される。２つのバッグ又はキャニスタ１５Ａ、１５Ｂは
、１つのユニット１５を形成し、バッグ１５Ａは、透析処理の前に新しい透析流体で充填
され、バッグ１５Ｂは空である。
【００３４】
　供給ライン１６が、透析流体バッグ１５Ａから、プラグユニットＡの一方の接続点１７
ａまでつながり、また、戻りライン１８が、プラグユニットＡの他方の接続点１７ｂから
空のバッグ１５Ｂまでつながっている。
【００３５】
　処理前に流体を透析する準備のために、プラグユニットＡは、血液処理装置２に設けら
れたソケットユニットＢに接続され、これにより、新しい透析流体が供給ライン１６を通
って透析流体リザーバ１０に供給されることができ、使用済みの透析流体が、放出ライン
１８を通って運び去られることができる。しかしながら、透析流体もまた、透析部の透析
流体チャンバ７に直接供給されることができる。
【００３６】
　透析流体を供給するためのデバイス１は、装置３で新しい透析流体で充填される。透析
流体を供給するためのデバイス２はまた、充填のための装置３で空にされることができる
。タンク２０Ａは、新しい透析流体を収容するために使用され、タンク２０Ｂは、使用済
みの透析流体を収容するために使用される。必要とされるライン及びポンプは、かなり簡
略化さえた図には示されていない。
【００３７】
　新しい透析流体を供給するためのデバイス１を充填したり空にしたりするための、及び
使用済みの透析流体を受けるための装置３は、透析流体を供給するためのデバイス１のプ
ラグユニットＡが接続されるソケットユニットＢを有する。血液処理装置２のソケットユ
ニットＢと、装置を充填するか空にする装置３のソケットユニットＢは、同一の形態であ
るか異なる形態であってもよい。本実施形態では、ソケットユニットＢは同一の形態であ
る。両ソケットユニットＢが、透析流体を供給するためのデバイス１のプラグユニットＡ
によって、新しい透析流体及び使用済みの透析流体に対して両方向への流体密な流れ許容
接続が、両装置２、３に形成されることができるように構成されている。
【００３８】
　透析流体を供給するためのデバイス１のプラグユニットＡが、図２ないし図７を参照し
て詳細に説明される。
【００３９】
　図２並びに図３は、それぞれ、プラグユニットＡ及びソケットユニットＢの斜視図であ
り、また、図４ないし図７は、プラグユニットＡ及びソケットユニットＢの断面を示す図
である。
【００４０】
　血液処理装置２のソケットユニットＢは、交換可能な処理カセット（図示されない）の
一部である。しかしながら、ソケットユニットＢは、交換可能でないユニットの一部であ
ってもよい。
【００４１】
　図２は、プラグユニットＡと共にソケットユニットＢを示す斜視図である。プラグユニ
ットＡによって、透析流体を供給するためのデバイス１は、一方では、充填したり空にし
たりするための装置３に、他方では、血液処理装置２に接続されることができる。
【００４２】
　ソケットユニットＢは、ハウジング本体２１を有し、ハウジング本体は、血液処理装置
２又充填のための装置３のハウジング壁２２に挿入される。ソケットユニットの中心軸２
５の両側の共通平面に配置された２つの円筒接続部分２３、２４が、ソケットユニットＢ
のハウジング本体２１に設けられている。円筒接続部分２３、２４の各々は、接続ピース
２６、２７をそれぞれ同心に囲んでおり、接続ピース２６は、新しい透析流体を供給する
ために使用され、接続ピース２７は、使用済みの透析流体を戻すために使用される（図４
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ないし図７）。
【００４３】
　流体密な閉じた空間が、それぞれ、２つの接続部分２３、２４で囲まれている。流体密
な閉じた空間は、濯ぎ用流体が伝達されることができる濯ぎチャンバ２８、４９を形成し
、濯ぎ用流体は、詳細には図示されないチャンネルを介して流入したり流出したりするこ
とができる（図７）。濯ぎ用流体は、ソケットユニットＢを濯ぐために、濯ぎチャンバ２
８、４９を通って流れる。これは、以下に詳細に説明される。
【００４４】
　ハウジング本体２１で長手方向に移動可能であるようにして、接続ピース２７、２８と
共に、ソケットユニットＢの接続部分２３、２４がガイドされ、これにより、接続部分及
び接続ピースがハウジング本体から出るように進行されるか、ハウジング本体に後退され
ることができる。接続部分と接続ピースとを進行させるか後退させるためのドライブユニ
ットは、図示されない。それは、電気モータ駆動ドライブユニット又は液圧ドライブユニ
ットであることができる。
【００４５】
　新しい透析流体を供給したり使用済みの透析流体を収容したりするための装置１のプラ
グユニットＡ（図４ないし図６）は、接続ピース２７、２８に流体密に接続された対応す
るコネクタ２９、３０を有する。プラグユニットＡは、２つのコネクタ２９、３０を接続
するプラグ本体３１を有する。プラグ本体３１は、一方のコネクタ２９に接続された供給
チャンネル３２と、他方のコネクタ３０に接続された放出チャンネル３３とを有する。供
給ライン１６は、供給チャンネル３２の接続点１７ａに接続され、新しい透析流体を供給
したり使用済みの透析流体を収容したりするための装置１の放出ライン１８は、放出チャ
ンネル３３の接続点１７ｂに接続される。延長ピース３４が、２つのコネクタ２９、３０
の間に位置され、はじめには緩い接続のみがプラグユニットＡとソケットユニットＢとの
間に形成されることができる。
【００４６】
　延長部分３４は、周縁に分配されるように配置され、延長ピースの一端に一体的に形成
された、複数のラッチ要素３５を有する。ラッチノーズ３６は、ラッチ要素３５の自由端
の外側面に形成されている。コネクタ２９、３０は、接触保護スリーブ３７、３８を有し
、これらは、プラグ本体３１の２つのコネクタ２９、３０に掛け式に締まるようにして配
置される。コネクタ２９、３０は、各々、ソケットユニットＢの接続ピース２６、２７に
よって貫通される薄膜３９、４０によって閉じられる。
【００４７】
　ソケットユニットＢのハウジング本体２１は、管状の収容ピース４３が配置される中央
凹部４２を有し、その中にプラグユニットＡの延長ピース３４が挿入されることができる
。収容ピース４３は、ベアリング４４を備えた軸２５のまわりに回転可能に装着され、ハ
ウジング本体２１の中央凹部４２に挿入される。収容ピース４３は、ドライブユニット（
図示されない）によって回転される。
【００４８】
　管状の収容ピース４３は、ハウジング本体２１から外部に延びている前方部分４３Ａと
、ハウジング本体の中に延びている後方部分４３Ｂとを有し、前方部分４３Ａは、後方部
分４３Ｂよりも大きな外径及び内径を有する。収容ピース４３の前方部分４３Ａの前方端
部の内部には、周縁に分配されるように配置され、プラグユニットＡがソケットユニット
Ｂに緩く置かれたとき、延長ピース３４のラッチ要素３５のラッチノーズ３６が掛け金式
に締められる凹部４５が設けられている。
【００４９】
　感知部材４７が、管状の収容ピース５７において長手方向に移動可能にガイドされる管
状体として構成され、感知部材には、延長ピース３４が収容ピース４３に挿入されたとき
、感知部材４７がばねの負荷に抗して押し戻されるように、ばね（図示されない）によっ
て予め負荷が加えられる。
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【００５０】
　収容ピース４３に延長ピース３４をロックするために、ピン形状の本体４８が、管状の
感知部材４７にガイドされる。ピン形状の本体４８は、収容ピース４３に延長ピース３４
をロックしたり解除したりするために、ドライブユニット（図示されない）によって長手
方向に再び進行されたり後退されたりすることができる。
【００５１】
　図４は、プラグユニットＡがソケットユニットＢに緩く置かれた位置でのソケットユニ
ットＢを示す図である。ピン形状の本体４８が、収容ピース４３に後退され、これにより
、延長ピース３４のラッチノーズ３６を備えたラッチ要素３５は、凹部４５で収容ピース
４３に掛け金式に締められることができる。
【００５２】
　図５は、延長ピース３４が収容ピース４３に掛け金式に締められた、プラグユニットＡ
がソケットユニットＢに緩く置かれた位置を示す図である。ここでは、プラグユニットＡ
は、完全な接続が形成されることなく、単に緩く保持されている。
【００５３】
　感知部材４７の位置が装置（図示されない）によって監視される。感知部材４７が延長
ピース３４によって押し戻されているので、プラグユニットＡが緩く置かれていることが
検出される。プラグユニットが緩く置かれたとき、ドライブユニット（図示されない）が
動作され、この結果、ピン形状の本体４８が収容ピース４３中を前方に押される。かくし
て、はじめは緩かった延長ピース３４と収容ピース４３との間の接続がロックされる。同
時に、接続部分２３、２４が、ハウジング本体２１から出るように接続ピース２６、２７
で前方に押される。また、ピン形状の本体４８及び接続部分２６、２７が互いに接続され
、ドライブユニットによって一体的に移動されることが可能である。
【００５４】
　接続部分２３、２４の移動は、接続ピース２６、２７がプラグユニットＡの薄膜３９、
４０を貫通し、この結果、接続ピースとコネクタとの間に流体密接続が形成される。収容
ピースによる延長ピースのロックの後、プラグユニットＡがソケットユニットＢに固定し
て据え付けられるので、プラグユニット及びソケットユニットが接続されたときに生じる
力が受けられることができる。
【００５５】
　ソケットユニットＢからのプラグユニットＡの解除は、逆の順番で行われる。この目的
のために、収容ピース４３のピン形状の本体４８及び接続ピース２６、２７を備えた接続
部分２３、２４は、ハウジング本体２１に後退され、この結果、延長ピース３４と収容ピ
ース４３との間の接続が解除され、接続ピース２６、２７は、コネクタ２９、３０から出
るように引かれる。解除は、接続ピースの後退と同時に、又は接続ピースの後退の前に行
われることができる。
【００５６】
　ソケットユニットＢは、濯ぎ手順が濯ぎソリューションで実行されることができるため
に、２つの接続部分２３、２４を閉じるためのクロージャ本体５０を有する。
【００５７】
　クロージャ本体５０は、２つのクロージャ部分５１、５２を有し、これらは、プラグユ
ニットＡのコネクタ２９、３０と互いに同じ間隔で配置され、プラグユニットのコネクタ
と同じ構成を有する。２つのクロージャ部分５１、５２は、クロージャ本体５０のそれら
後方端部で閉じられている。クロージャ本体５０は、コネクタ２９、３０が配置されない
２つの向かい合った面に半円形凹部５３、５４を有する。凹部５３、５４は、各々、クロ
ージャピースに対して直角を形成している。
【００５８】
　クロージャピース５１と５２を備えたクロージャ本体５０は、ソケットユニットＢの収
容ピース４３の前方部分４３Ａに接続されている。前方部分４３が長手軸２５に対して回
転可能に装着されているので、クロージャピース５１、５２を備えたクロージャ本体５０
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も、ドライブユニット（図示されない）によって収容ピース４３を回転させることによっ
て、軸２５のまわりに回転されることができる。
【００５９】
　図２は、プラグユニットＡがソケットユニットＢの上に置かれることができる位置での
クロージャピース５１、５２を備えたクロージャ本体５０を示す図である。この位置では
、半円形の凹部５３、５４が、ソケットユニットＢの接続部分２３、２４及び接続ピース
２６、２７の前方に位置され、また、クロージャピース５１、５２が、接続部分２３、２
４が配置された平面に垂直に配置されている。この位置では、プラグユニットＡは、ソケ
ットユニットＢに挿入されることができる。
【００６０】
　濯ぎ手順を始めるために、クロージャ本体５０は、ドライブユニット（図示されない）
によって９０°収容ピース４３を回転させることによって、コネクタに対して回動され、
これにより、クロージャピース５１、５２は、接続部分２３、２４の前方に位置されてい
る。しかしながら、ここでは、接続部分は閉じられていない。そして、接続部分２３、２
４は、ハウジング本体２１から出るように進行され、これにより、クロージャピース５１
、５２は、接続部分２３、２４に押される。濯ぎチャンバ２８、４９は、かくして、流体
密に閉じられる（図３並びに図７）。環状シール５５が、接続部分２３、２４に対してク
ロージャピース５１、５２をシールするために設けられることができる。濯ぎ手順の完了
後、接続部分が再び後退される。クロージャピースを備えたクロージャ本体は、初期位置
に再び戻るように回転されることができる（図２）。
【００６１】
　クロージャピース及び接続部分の相対移動によって接続部分に対するクロージャピース
のアライメントの後、両部分が互いに係合し、これにより、濯ぎチャンバの流体密な閉じ
が保証されるので、効果的である。
【００６２】
　クロージャ本体５０は、ソケットユニットＢの構成部分を示す。それ故、個別のプラグ
などは必要とされない。ソケットユニットＢは、ソケットユニットＢへのプラグユニット
Ａの接続と、濯ぎ手順の開始との両方を完全に自動制御することを可能にし、この結果、
取り扱いが全体として簡略化される。ソケットユニットＢへのプラグユニットＡの挿入が
検出されるので、充填するか空にする手順が自動的に始められることができ、プラグユニ
ットが自動的に解放されることができる。濯ぎ手順も始められることができ、自動的に終
了される。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載の事項を、そのまま、付記しておく。
　［１］　医療用流体を供給するためのデバイスのプラグユニットを接続するためのソケ
ットユニット（Ｂ）を備えた医療装置であって、
　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記プラグユニットの少なくとも１つのコネクタの接
続のための少なくとも１つの接続部分（２６，２７）を有し、これにより、前記コネクタ
が前記接続ピースに接続されたとき、流体の供給又は放出のための流れ接続が形成される
ことができ、前記少なくとも１つの接続部分（２６，２７）は、接続部分（２３，２４）
によって同心に囲まれ、これにより、濯ぎチャンバ（２８，４９）を形成し、前記ソケッ
トユニット（Ｂ）は、前記少なくとも１つの濯ぎチャンバを閉じるための少なくとも１つ
のクロージャピース（５１，５２）を備えたクロージャ本体（５０）を有し、
　前記クロージャ本体（５０）は、回転軸（２５）のまわりに回転可能に装着され、前記
クロージャ本体（５０）にある前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）は
、前記回転軸から離れて配置され、
　第１の回転位置では、前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）と前記少
なくとも１つのクロージャ部分（２３，２４）とが、共通の軸にあり、これにより、前記
濯ぎチャンバを閉じるためのクロージャピースと接続部分との間の接続が、前記プラグユ
ニット及び前記ソケットユニット（Ｂ）の相対移動によって形成されることができ、
　第２の回転位置では、前記少なくとも１つのクロージャピース（５１，５２）と前記少
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なくとも１つの接続ピース（２３，２４）が、互いにオフセットされており、これにより
、前記プラグユニットが前記ソケットユニット（Ｂ）に挿入されたとき、前記プラグユニ
ット（Ａ）の前記少なくとも１つのコネクタ（２９，３０）と、前記ソケットユニット（
Ｂ）の前記少なくとも１つの接続ピース（２６，２７）との間の接続が形成されることが
できることを特徴とする医療装置。
　［２］　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記少なくとも１つの接続ピース（２３，２
４）を前記ソケットユニットから出るように進行させ、前記少なくとも１つの接続ピース
（２３，２４）を前記ソケットユニットに後退させるための手段（４３）を具備すること
を特徴とする［１］の医療装置。
　［３］　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記プラグユニットの第１のコネクタへの接
続のための第１の接続ピース（２３）と、前記プラグユニットの第２のコネクタへの接続
のための第２の接続ピース（２４）とを有し、これにより、第１の流れ接続が、前記流体
の供給のために形成されることができ、第２の流れ接続が、前記流体の放出のために形成
されることができ、
　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記第１の濯ぎチャンバ（２８）を閉じるための第１
のクロージャピース（５１）と、前記ソケットユニット（Ｂ）の前記第２の濯ぎチャンバ
（４９）を閉じるための第２のクロージャピース（５２）とを有し、
　前記第１及び第２のクロージャピース（５１，５２）は、前記回転軸（２５）の両側に
配置されていることを特徴とする［１］又は［２］の医療装置。
　［４］　前記クロージャ本体（５０）は、前記プラグユニットが前記ソケットユニット
に挿入されたとき、前記プラグユニットの前記コネクタを収容するための、前記回転軸（
ｘ）の両側に配置された凹部（５３，５４）を有することを特徴とする［１］ないし［３
］のいずれか１の医療装置。
　［５］　前記凹部（５３，５４）と前記接続部分（２３，２４）との間の囲まれた角度
は、直角であることを特徴とする［４］の医療装置。
　［６］　前記ソケットユニット（Ｂ）は、前記プラグユニットと前記ソケットユニット
との分離可能な接続のための手段（４３，４７，４８）を有することを特徴とする［１］
ないし［５］のいずれか１の医療装置。
　［７］　前記プラグユニット及び前記ソケットユニットの分離可能な接続のための手段
（４３，４７，４８）は、前記プラグユニットの延長ピースが挿入されることができる収
容ピース（４３）を有することを特徴とする［６］の医療装置。
　［８］　前記ソケットユニット（Ｂ，Ｂ’）の前記収容ピースは、前記プラグユニット
の前記延長ピースのラッチノーズを収容するための凹部（４５）を有することを特徴とす
る［７］の医療装置。
　［９］　前記プラグユニットの前記延長ピースの凹部に導入されることができるピン形
状の本体（４８）は、前記収容ピース（４３）において長手方向に移動可能であるように
してガイドされ、これにより、前記プラグユニットの前記延長ピースは、外側に広げられ
て前記プラグユニットと前記ソケットユニット（Ｂ）との間の接続を形成することができ
ることを特徴とする［７］又は［８］の医療装置。
　［１０］　前記プラグユニット及び前記ソケットユニット（Ｂ）の分離可能な接続のた
めの手段（４３，４７，４８）は、前記ソケットユニット（Ｂ）の前記収容ピース（４３
）の前記プラグユニットの延長ピースを検出するための手段（４７）を具備する［６］な
いし［９］のいずれか１の医療装置。
　［１１］　前記プラグユニットの前記延長ピースを検出するための手段は、前記プラグ
ユニットの前記延長ピースが前記ソケットユニット（Ｂ）の前記収容ピースに導入された
とき、前記感知部材が前記ばね負荷に抗して移動されることができるようにして、前記ソ
ケットユニット（Ｂ）に配置されるばね負荷感知部材（４７）を有することを特徴とする
［１０］の医療装置。
　［１２］　前記収容ピース（４３）は、前記ソケットユニット（Ｂ）に回転可能に装着
され、前記クロージャ本体（５０）は、前記ソケットユニットの前記収容ピース（４３）
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　［１３］　医療装置は、血液処理装置（２）であり、特に、体外透析装置又は腹膜透析
のための装置であることを特徴とする［１］ないし［１２］のいずれか１の医療装置。
　［１４］　医療装置は、血液処理装置に医療用流体を供給するためのデバイスを充填す
るための装置（３）であることを特徴とする［１］ないし［１２］のいずれか１の医療装
置。
　［１５］　医療装置に医療用流体を供給するためのデバイス（１）と、
　［１］ないし［１２］のいずれか１の医療装置（２，３）とを具備する装置であって、
　前記医療用流体を供給するためのデバイス（１）は、前記医療用器具（２，３）の前記
ソケットユニット（Ｂ）への接続のためのプラグユニット（Ａ）を具備する装置。

【図１】 【図２】
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